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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日本銀行による金融政策を背景に、企業

収益や雇用環境が改善するなど緩やかな回復基調で推移しました。一方、食品業界においては、個人消費の持ち直

しの兆しがみられるものの、円安による原材料価格の上昇や、人手不足による労働コストの上昇など、引き続き厳

しい状況が続きました。 

このような状況下、当グループは、平成27年度からの３年間を、長期ビジョン「グローバル・フード・カンパ

ニー」の実現（平成32年度）に向けた道筋を盤石なものとする改革期間と位置づけ、更なるブランドの強化と企業

価値の一層の向上に努めております。 

初年度である平成27年度は、「規模と質の成長を果たす」ことを目標に掲げ、「米菓事業の主力４ブランドを

軸としたお客様視点の商品政策の実行」「北米及びアジア市場での販売拡大」「健康機能関連事業の取り組み強化

と、玄米、米タンパク質の研究推進」「グループシナジー発揮による企業価値の最大化」の４つを基本政策として

取り組んでおります。 

 

米菓については、国内米菓市場が前年並みで推移している中、当社はブランド維持・向上の観点から、価格競

争と一線を画し、「亀田の柿の種」「ハッピーターン」「亀田のまがりせんべい」「手塩屋」の主力４ブランドを

中心に資源を集中投下し、テレビＣＭや消費者キャンペーンなど、積極的な販売促進活動を展開いたしました。 

特に、「亀田の柿の種」ブランドは、「亀田の柿の種スパイシーカレー」や「亀田の柿の種ソースマヨ味」な

どの期間限定商品の販売が好調に推移するなど、売上高は前年同期を上回りました。さらに、柿の種専門店「かき

たねキッチン」で発売したフライドポテト風味の柿の種「かきたねポテト」はお客様に高い支持を得ることができ

ました。また、「つまみ種」「うす焼」「揚一番」の各ブランドも同様に前年同期を上回りました。 

加えて、前年度まで育成ブランドであった「技のこだ割り」は、主力ブランドとして位置づけ売上を拡大しま

した。 

海外においては、Mary’s Gone Crackers, Inc.が米国のオーガニック、グルテンフリー市場の成長を背景に堅

調に推移するとともに、KAMEDA USA, INC.は商品のラインアップ拡大もあり売上高は前年同期を上回りました。ま

た、中国国内における柿の種の市場拡大に取り組みました。 

健康機能関連では、当社が保有するコメ由来の植物性乳酸菌の販売が好調に推移したほか、腎臓病患者向け低

たんぱく質米飯は、少量タイプの発売を通じ需要の拡大を図りました。 

これらの取り組みの結果、売上高は22,452百万円（前年同期比0.2％増）となりました。 

 

利益面については、円安による一部原材料価格の上昇や販売促進費の増加などのコスト増加要因はありました

が、連結子会社の収益改善に加え、主原料が比較的安定した価格で推移したことにより、営業利益は500百万円

（前年同期比31.4％増）となりました。 

また、持分法適用関連会社である米国のTH FOODS, INC.とベトナムのTHIEN HA KAMEDA, JSC.からの持分法によ

る投資利益が増加し、経常利益は775百万円（前年同期比27.0％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益

は465百万円（前年同期比 34.8％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 （資産）

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は20,939百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,264百万円減

少しました。これは主に「その他」が366百万円増加した一方、「現金及び預金」が187百万円、「受取手形及び

売掛金」が1,433百万円それぞれ減少したことによるものであります。固定資産は46,035百万円となり、前連結会

計年度末に比べ193百万円増加しました。これは主に有形固定資産の「その他」が629百万円増加した一方、有形

固定資産の「建物及び構築物」が130百万円、「機械装置及び運搬具」が67百万円、無形固定資産の「のれん」が

66百万円、投資その他の資産の「その他」が128百万円それぞれ減少したことによるものであります。

 この結果、総資産は、66,975百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,070百万円減少しました。

 （負債）

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は16,374百万円となり、前連結会計年度末に比べ634百万円減少

しました。これは主に「賞与引当金」が772百万円増加した一方、「支払手形及び買掛金」が226百万円、「未払

法人税等」が293百万円、「その他」が834百万円それぞれ減少したことによるものであります。固定負債は6,797

百万円となり、前連結会計年度末に比べ352百万円減少しました。これは主に「その他」が49百万円増加した一

方、「長期借入金」が250百万円、「退職給付に係る負債」が154百万円それぞれ減少したことによるものであり

ます。

 この結果、負債合計は、23,171百万円となり、前連結会計年度末に比べ986百万円減少しました。
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 （純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は43,803百万円となり、前連結会計年度末に比べ83百万円減

少しました。これは主に「その他有価証券評価差額金」が197百万円増加した一方、「非支配株主持分」が282百

万円減少したことによるものであります。

 この結果、自己資本比率は65.0％（前連結会計年度末は63.6％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成27年５月11日に公表し

た業績予想から変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務

諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連

結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(４)、連結会計基準第44－５項(４)及び事

業分離等会計基準第57－４項(４)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

 この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。また、当第１四半期連結会計期間末の資本剰余金が98,621千円減少しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,601,646 4,414,208 

受取手形及び売掛金 11,389,365 9,955,767 

商品及び製品 2,198,953 2,114,202 

仕掛品 677,462 784,900 

原材料及び貯蔵品 2,198,679 2,166,138 

その他 1,144,475 1,510,673 

貸倒引当金 △7,163 △6,735 

流動資産合計 22,203,420 20,939,157 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 9,645,374 9,514,752 

機械装置及び運搬具（純額） 11,003,598 10,935,854 

その他（純額） 8,065,151 8,695,150 

有形固定資産合計 28,714,123 29,145,757 

無形固定資産    

のれん 2,474,772 2,407,794 

顧客関係資産 2,470,717 2,424,557 

商標資産 1,812,359 1,768,133 

技術資産 960,120 938,309 

その他 889,602 882,034 

無形固定資産合計 8,607,571 8,420,829 

投資その他の資産    

投資有価証券 7,713,488 7,791,297 

その他 860,125 731,184 

貸倒引当金 △53,085 △53,085 

投資その他の資産合計 8,520,528 8,469,396 

固定資産合計 45,842,223 46,035,983 

資産合計 68,045,644 66,975,141 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,858,380 3,632,046 

電子記録債務 2,084,112 2,262,695 

短期借入金 2,319,145 2,247,554 

未払法人税等 624,009 330,764 

賞与引当金 1,248,086 2,020,742 

その他の引当金 559,600 399,799 

資産除去債務 70,482 70,514 

その他 6,244,359 5,409,912 

流動負債合計 17,008,174 16,374,030 

固定負債    

長期借入金 2,600,000 2,350,000 

退職給付に係る負債 1,623,470 1,469,063 

資産除去債務 164,999 166,687 

その他 2,762,196 2,812,088 

固定負債合計 7,150,667 6,797,840 

負債合計 24,158,842 23,171,870 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,946,132 1,946,132 

資本剰余金 486,533 387,911 

利益剰余金 37,442,236 37,528,407 

自己株式 △1,889,561 △1,889,561 

株主資本合計 37,985,339 37,972,888 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,211,479 1,409,059 

繰延ヘッジ損益 1,778 4,516 

為替換算調整勘定 2,848,968 2,900,498 

退職給付に係る調整累計額 1,260,431 1,220,202 

その他の包括利益累計額合計 5,322,658 5,534,277 

非支配株主持分 578,804 296,104 

純資産合計 43,886,802 43,803,270 

負債純資産合計 68,045,644 66,975,141 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 22,399,537 22,452,847 

売上原価 12,959,310 12,832,170 

売上総利益 9,440,227 9,620,677 

販売費及び一般管理費 9,059,144 9,120,111 

営業利益 381,083 500,565 

営業外収益    

受取利息 3,168 2,443 

受取配当金 20,052 17,403 

持分法による投資利益 176,225 252,989 

その他 69,721 33,468 

営業外収益合計 269,168 306,306 

営業外費用    

支払利息 10,580 7,727 

為替差損 17,568 13,408 

その他 11,487 10,300 

営業外費用合計 39,637 31,437 

経常利益 610,614 775,434 

特別損失    

固定資産処分損 45,529 80,125 

特別損失合計 45,529 80,125 

税金等調整前四半期純利益 565,084 695,308 

法人税、住民税及び事業税 468,784 349,294 

法人税等調整額 △230,081 △112,310 

法人税等合計 238,702 236,983 

四半期純利益 326,381 458,325 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △19,133 △7,394 

親会社株主に帰属する四半期純利益 345,514 465,720 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 326,381 458,325 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 107,295 198,902 

繰延ヘッジ損益 3,945 2,738 

為替換算調整勘定 △203,584 △46,061 

退職給付に係る調整額 △20,013 △40,229 

持分法適用会社に対する持分相当額 △49,756 93,446 

その他の包括利益合計 △162,113 208,796 

四半期包括利益 164,267 667,122 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 195,829 677,339 

非支配株主に係る四半期包括利益 △31,561 △10,217 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」等を適用しております。これに伴う影響

は、（会計方針の変更）に記載のとおりであります。
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